
 

 

 

 

 

 高等部１組の総合的な学習(探求)の時間で取り組んだ「国際理解」の様子を一部ご紹介します。 

 

★         目 標           
 

① 日本の文化を知り、またそのよいところを伝えられる力を育む。 

② 外国の文化を実際にその国の人から聞くことで国際理解を深めるとともに、自分の意志を 

伝達する意欲や能力を高める。 

③ 将来に向けて生きる力を養い、語学をはじめとする勉学への動機付けとする。 

 

<1> 国立パリ盲学校との交流                
 （今回は３Ａ CLASS という音楽専攻の生徒さん達が協力してくださいました。） 

 2020 年東京オリンピック・パラリンピックの次は 2024 年パリでオリンピック・パラリン

ピックが開催されること、世界で初めてできた盲学校はルイ・ブライユが学んだことでも有名

なフランスであることから、フランスの国立パリ盲学校との交流をおこなうことになりました。

時差が 8 時間あるので、今回はビデオレターという交流になりましたが、お互いの学校のこと

や文化などを知る貴重な時間となりました。 

   

           ＜大阪南からのビデオレターの一部＞ 

  

          ＜パリ盲学校からのビデオレターの一部＞ 



【ビデオレターの内容紹介】                    

 大阪南⇒パリ盲 

① フランス語での学校紹介 

② 校長からのあいさつ（英語） 

③ 生徒からのパリ盲学校の生徒への質問（英語） 

④ クイズ（英語） 

⑤ 歌「シャンゼリゼ」（日本語） 

 

  パリ盲⇒大阪南 

① 日本語での学校紹介 

② 校長先生からのあいさつ（英語） 

③ 生徒の自己紹介（英語） 

④ 大阪南の質問への回答（英語） 

⑤ クイズ（英語） 

 

【本校生徒からの質問に対するパリ盲学校生徒からの回答】      

Ｑ１：学校で一番人気のあるスポーツは何ですか？ 

Ａ１：Torball(ゴールボール)です。 

Ｑ２：給食はありますか？ 

Ａ２：あります！！ 

Ｑ３：学校はどんなものでできていますか？コンクリートですか？木ですか？ 

Ａ３：木と石でできていて、５階建てです。 

Ｑ４：学校で安全に関するルールがありますか？ 

Ａ４：学校では授業中や休み時間も携帯を使ってはいけません。先生や校長先生たちの教え

を尊重しています。ＰＣの管理は気を付けていて、必ず鞄に入れています。 

Ｑ５：日本のイメージを教えてください。 

Ａ５：日本は寿司、伝説の戦士「サムライ」、日いずる国というイメージがあります。 

Ｑ６：パリ盲学校には何人の生徒がいますか？ 

Ａ６：１１６人の生徒がいます。 

 

【ビデオ交流を終えて】                       

遠く離れたフランスのパリ盲学校と交流できたことを大変嬉しく思います。パリ盲学校のみ

なさま、ありがとうございました。この繋がりを今後も大切にして、お互いの国のことをもっ

とよく知るため、交流を続けていたきたいと考えています。 

 

 

 

  



<2> 校外学習で心斎橋のフランス料理店へ！ 
校外学習では、心斎橋にあるフランス料理のガレットを食べに行き、フランス人のシェフに

直接フランス語で質問し、たくさんのことを教えていただきました。 

 

  
＜前菜＞           ＜ガレット①＞ 

 

   
   ＜ガレット②＞      ＜クロックムッシュー＞  ＜デザートのクレープ＞ 

  

 【フランス人シェフへの質問と回答を一部紹介】 

 Ｑ１：日本に来た時、驚いたことはなんですか？ 

 Ａ１：田舎に住んでいたので、大阪が大きな町で、めっちゃキレイでびっくりしました！ 

 Ｑ２：フランスの特徴的な文化はなんですか？ 

 Ａ２：いろいろな文化があり、いろいろな人種の人が住んでいる。そこが日本と違う。 

 

 他にも３グループにわかれ、外国の文化を調べるオリエンテーリングをしました。 

 Ａグループ：アメリカ・韓国 

 Ｂグループ：ベトナム・ギリシャ 

 Ｃグループ：イタリア・フィリピン 

 （選ばれた国は、生徒たちが食べてみたい料理から選んだ国々です。） 

 

 



<３> 大阪市立大学の留学生との交流     
近くにある大阪市立大学の留学生に来ていただき、日本の文化を紹介したり、留学生の出身

国の文化を教えていただいたりと、大変有意義な時間を過ごすことができました。生徒たちは

２つのグループに分かれ、それぞれが①日本の食文化②日本の遊びを紹介しました。 

 Ａグループは全員、白の割烹着で身を包み、食器の配膳の仕方やだしの取り方、魚の食べ方な

どを紹介しました。食器を実際に用意して並べたり、サンマのレプリカを使って身を取る順番

を紹介したり、鰹節を実際に削ったりしました。鰹節削りは留学生の方も生徒もドキドキの体

験でした。 

 Ｂグループは忍者の衣装や浴衣を着て、日本人でも実際にしたことがある人が少ない「南京

玉すだれ」を練習し、「阿弥陀如来」「御門」「旗」「しだれ柳」などの技を披露しました。留学生

も一緒に技に挑戦！他にも折り紙を紹介し、生徒が 2cm 四方の小さい折り紙で作った鶴を留学

生にプレゼントすると、大変喜んでいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜鰹節と鰹節削り器＞        ＜ミニ折り鶴を含むプレゼント＞ 

 

 【留学生への質問と回答を一部紹介】 

 Ｑ１：日本で驚いたことはなんですか？ 

 Ａ１：クリスマスです。私の国では家族と過ごし、七面鳥を食べますが、日本では恋人と過ご

し、チキンを食べることが多いようです。全然違う文化に驚きました。 

 Ｑ２：日本の料理で好きなものはなんですか？ 

 Ａ２：すし、うどんなどです。 

 

 【留学生からのメッセージ】 

「今まで視覚支援学校のことを全然知りませんでしたが、日本に来て、大阪南視覚支援学校に

来させてもらい、たくさんのことを知れて本当によかったです。こんな素敵な機会を与えてく

ださってありがとうございました。」 

 

 【留学生との交流を終えて】 

 フレンドリーに接してくださり、言語が違ってもコミュニケーションできる楽しさや外国の

文化、また日本の文化もよりよく知る機会となりました。学業で忙しい中、協力してくださりあ

りがとうございました。 

                          （令和２年１月 24 日） 


